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関連した顎関節症を軽減・予防する効果があることが

示唆された。
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潜水に関連した顎関節症について

上野俊明
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科スポーツ医歯学分野

歯科領域の潜水障害として，歯のスクイーズ（圧外

傷）はよく知られるが，近年，潜水に関連した顎の障

害（顎関節症）も注目されている。これら潜水に起因

する歯のスクイーズや顎関節症などを総称して，米国

ではDiver’s mouth syndromeと呼称する向きもある1）。

国内外の疫学調査結果2～5）を概観すると，潜水に

関連した顎関節症の有症率はおよそ20％前後と推定

される。そして男性ダイバーよりむしろ女性ダイバーに

多く，低水温環境下で発症しやすく，そのリスクファ

クターの一つとして，ダイビング用既製マウスピース（以

下MP）を保持するための歯の食いしばりが指摘され

ている4）。ただMP保持法として，歯を食いしばるの

は初心者に多く，上級者ともなれば，口唇圧によって

楽に保持できるものが多いとの報告6）もあり，ダイビ

ング歴との関係も推察される。いずれにせよダイバー

の歯列や咬合，また顎関節の状態は人それぞれであ

ることから，不適合な既製MPを使用し続けた結果，

顎関節が変位し，関節円板が転位し，無理な負荷が

加わり，その他の要因が重なり，顎関節症を発症す

るものと思われる。

こうした背景の下，潜水に関連した顎関節症を軽

減・予防することを目的に，正しい下顎位を保持し，

顎関節の変位を起こさず，顎筋や顎関節に無理な負

荷をかけないテーラーメイドMPの製作開発を手がけ
7），加圧水中環境下での物性および耐久試験を実施

し，十分な基本性能を有していることを確認した8）。

そこで今回，顎関節症を有するダイビング部所属の

大学生6名（平均22.8歳，男1・女6）を対象に，実用

環境下での臨床試験（平均潜水5.3本）を行い，10段

階評価法による分析を加えて，このテーラーメイドMP

の有用性を検討した。その結果，テーラーメイドMP

使用時の顎関節疼痛および顎筋疲労感は，既製MP

使用時に比べて，有意に減少した（t検定，p<0.05）。

またフィット感と咬合安定感も有意に良好であった

（p<0.05）。以上より，テーラーメイドMPには潜水に


